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研究テーマ

　神経系の発生、特に神経回路網の形成機構の解明

研究概要

　神経回路網の形成機構の解明は発生神経生物学におけ

る重要課題の１つであり、かつ成体での神経損傷時の軸

索再生機構の解明の手掛かりを与えると考えられていま

す。私達は脊髄の一次求心性線維や運動ニューロン軸索

の投射系をモデルにして、(1) 軸索を標的領域まで導く

軸索ガイド因子とその受容体、(2) ガイド因子の情報を

細胞骨格まで伝える細胞内シグナル伝達系、(3) 軸索ガ

イド因子やその受容体の遺伝子発現を調節すると考えら

れる転写因子に注目して、神経回路の形成機構の解明に

取り組んでいます。
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研究テーマ：巨核球成熟機構、血小板活性化機構

研究概要：巨核球は造血幹細胞から分化・成熟し、その

最終段階で無数の胞体突起 (proplatelet) を形成し、胞

体突起が断裂することによって血小板が産生される。
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研究概要：細胞治療を安全にかつ効果的に行うため、レ

トロウイルスベクターにて遺伝子改変した細胞を疾患の

治療薬として使用する遺伝子細胞治療を確立する。
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